
 
 新見市社会福祉協議会では、中高生の皆さんにボランティアの機会を提供し、社会福祉への理解を深めるとと

もに、様々な出会いの中から新しい発見や「共に生きていく」視点について考える機会として「夏のボランティア体験

（夏ボラ）」を毎年実施しています。コロナ禍で中止していた福祉施設でのボランティア活動も、今年度は５年

ぶりに再開し、44 名の参加者が 15 ヵ所の施設においてボランティア活動に取り組みました。 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 発 行 者 ― 

社会福祉法人 

新見市社会福祉協議会 

 

施設分類別活動者数  高齢者施設（１１か所）：３２名 /  障がい者・児施設（４ヶ所）：１４名 

                           ＊２施設で活動した参加者を含めています 

202４夏 ボ ラ 新 聞 
 

事前研修会では、ボランティアに関する社会福祉会協議会での活動紹介と、ボランティアの意義、夏ボラ

の目的や心構え、活動のポイントなどについてお話しました。そして、参加者それぞれが活動に向けた目標

を立て、活動への思いを強くする機会となりました。 

その後、活動調整会議では、ボランティア先の施設の方々と、日程調整や活動内容、留意事項の確認等を

行いました。 

～笑顔あふれる 新しい自分との出会い～ 

7/６ 事前研修会・活動調整会議 

・夏ボラを通して、福祉やボランティアの大切さについて学びたい。 

・相手の気持ちを考え、自分から積極的に行動したい。 

・いろいろな人がいる中で、その人に合った接し方や行動をどうすればよいか、関わりを大

切にしながら学びたい。 

・"障がいのある方" "話しにくい"と先入観を持たず接したい。 

・自分から積極的にコミュニケーションを取り、利用者さんの特技や好きなことについて聞

いてみたい。 

 

私の目標 ～夏ボラに向けて～ 

活 動 の 様 子 

みなさん、それぞれの
目標に向かい、利用者
の方としっかり向き合
い活動できました。 
笑顔がステキです！！ 

しっかりと目線を
合わせて会話して
いますね！ 

 

 
寄り添う後ろ姿が 
微笑ましいですね！ 

高齢者施設 

障がい者・児施設 



 

 

 

 

 

8/24 事 後 研 修 会 

事後研修会では、それぞれが施設の利用者

の方や職員の方との関わりから感じた学びや

気づき、体験の前後で変わったことなど、ワ

ークシートを活用しながら振り返り、発表を

通して成果の共有をしました。 

ボランティア活動を体験するだけで終わら

ず、しっかりと振り返ることでより有意義な

体験にすることができました。 

利用者さんが椅子に座る

時に後ろから支えてあげて

いたことに感心した。利用者

さんの動きをよく見ていたと

思う。また、相手の立場に立

って気持ちに寄り添うことの

大切さも感じてもらえたので

はないだろうか。 
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感 想 
～活動を終えて～ 

 

たくさんの思い
が込められてい
ますね！ 
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５年ぶりとなる福祉施設での体験活動に４４名の

方が参加され、また高齢・障がい分野の１９施設よ

りご協力をいただくことができました。大変ありが

とうございました。施設を訪問すると、緊張の中に

も、優しい笑顔で話しかけたり、そっと手を添える

参加者の姿が見られ、とても頼もしく、微笑ましく

感じました。事後研修会においても、短期間のボラ

ンティア活動にも関わらず、多くの気づきや学びを

得て、しっかりと自分の言葉で表現し、共有するこ

とができました。この夏ボラをきっかけとして、こ

れからも自分自身が成長し、心豊になるために自分

に合ったボランティアを見つけてチャレンジしてほ

しいなと思います。 

編集後記 

 

〈受入協力施設〉 

・特別養護老人ﾎｰﾑ ゆずり葉  ・特別養護老人ﾎｰﾑ 唐松荘 

・特別養護老人ﾎｰﾑ おおさ苑  ・ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ  花みずき  

・小規模多機能ﾎｰﾑ ウェルネスたかお 

・ｹｱﾎﾟｰﾄ生き活き館新見  ・介護老人保健施設 くろかみ 

・介護老人保健施設 すずらん・ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ オレンジ 

・哲西荘ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ  ・新見市社協中央ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

・障害者支援施設 大佐荘  ・共同作業所 つつじ憩いの家   

・日中一時支援 かぜのおと 

・もりっこ 

・小規模多機能ﾎｰﾑ にいざとさくらの丘  ・健康の森学園  

・福祉ﾜｰｸｾﾝﾀｰ阿新  ・新見市社協神郷ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ   

 

 
ご協力いただき、ありがとうございました！！ 

夏ボラを通して、相手の目を

見て話す大切さ、一人一人に合

った対応、常に笑顔でいることの

大切さなど、日頃の生活にも通

じることがたくさん学べた。 

 

食事の時は配膳を間違えない

ように職員間で確認したり、そ

れぞれ食事方法が違うことが

分かった。話し方もゆっくり大き

な声がよいと感じた。お風呂の

種類も利用者の方の状態に合

わせて種類があると知った。 

介護の仕事は大変そうだと思

ったが、やりがいがあり、コミュ

ニケーションをとることは楽しか

った。介護福祉士という職種に

興味が出てきた。 

 

３日目になると自分からできる

ことも増えて嬉しかった。職員の

方にサポートしてもらったが、利

用者の方はいつ、どんな補助が

必要かなどの判断が難しかっ

た。人と接する仕事は相手の気

持ちを考えたり、体力も必要だ

けど、今回の体験を通して人と

接する仕事に就いてたくさんの

経験をしたいと思った。 

 

こどもには難しい言葉を使わ

ず、優しい口調で話しかけるな

どの注意すべき点が分かり、子

どもとの関わり方が理解でき

た。１日目には難しかったことが

２日目、３日目を通して、今では

自分から積極的に話しかけるこ

とが出来るようになった。この３

日間での成長を実感すること

ができた。 

 

 

何でも手伝うのではなく、でき 

ることは見守ることが分かった。

それぞれに合った支援があると

知った。ボランティアは誰かに指

示されてするものではないけど

今回ここで活動できて良かった。 

 

 

 

福祉は一人でもできるこ

とを安心してできるように、

できないことは一緒にでき

るように、そんな仕事だと思

う。今回のボランティア活動

を通して、みなさんに伝わっ

ているとうれしい。 

 

 

 

 

日を重ね、お子さんに関わ

っていくことに対して、積極的

になっていく姿が見られた。

お子さんと一緒に工作体験

を行う際に、他のボランティ

アの方と役割を相談し、どう

伝えるかや力加減の難しい

所は一緒に手伝うなど、工 

夫をされていた。 

 

高齢者との関わり方がよく理

解できた。最初は何をすればい

いか分からず、高齢者の方と仲

良くなれるか不安だったが、意識

的にたくさん話をしたり、レクリエ

ーションなどを通して仲良くなれ

た。手を振ってもらったり、リハビ

リに行くときに「頑張ってくる」な

どの声があり嬉しかった。 

 

～“夏ボラ”をひと言で表すと～ 

～施設の方からのコメント～ 


